
第２章　２５年度実施状況

≪基本方針１　地球市民として温暖化対策に取り組むまち（低炭素社会の構築）≫

≪基本目標(1)　再生可能エネルギーの利用を進めます≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

太陽光発電導入促進
事業（メガソーラー
発電所計画）

温室効果ガスを排出しない
クリーンな太陽光発電シス
テムを、市が率先して公共
施設に計画的に設置し、再
生可能エネルギーの導入を
図る。

・南部保健センター(40kW)
・喜入分遣隊庁舎(20kW)
・広木小学校(20kW)
・春山小学校(20kW)
・玉龍中学校(25kW)
・谷山北中学校(20kW)

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
課
、

各
施
設
管
理
課

太陽光発電導入促進
事業

太陽光発電システムを設置
する市民等に対して補助を
行う。

・補助単価：30,000円/kW
・補助上限金額
　（個人住宅）：90,000円
　（共同住宅）：300,000円
・補助件数
  （個人住宅）：1,334件
  （共同住宅）：0件

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
課

再生可能エネルギー
導入促進事業

再生可能エネルギーの導入
促進を図るため、産学官連
携による調査・研究を行
う。

○再生可能エネルギー導入促進研究
会を設置し、民間活力を活用した再
生可能エネルギーの利用推進に向け
た取組の具現化策を検討するための
基礎的な調査・研究を行った。
○小水力発電の導入可能性につい
て、設置・維持費用や発電量などの
調査を行った。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
課

バイオガス施設整備
事業

循環型社会及び低炭素社会
を構築するため、生ごみ等
を活用してバイオガスを発
生させる施設を整備する。

バイオガス施設整備の基本計画の詳
細検討を行った。

南
部
清
掃
工
場
、

下
水
道
建
設
課

25年度実績 関係課
基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要

⑴
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
を
進
め
ま
す

現況値

25年度 28年度 33年度

1
住宅用太陽光発電
システム設置件数

（出力合計）

件
(kW)

9,253
(37,290)

15,000
(60,000)

25,000
(100,000)

再生可能エネ
ルギー推進課

関係課No. 項目 単位
目標値
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≪基本方針１　地球市民として温暖化対策に取り組むまち（低炭素社会の構築）≫

≪基本目標(1)　再生可能エネルギーの利用を進めます≫

【施策の実施状況】

地球温暖化対策市
民・事業者協働事業

市内の住宅で生み出される
グリーン電力を、かごしま
環境未来館等に導入する。

グリーン電力購入：499,075kWh

環
境
協
働
課

中小企業資金融資事
業

本市中小企業融資制度の円
滑な運用を図るとともに、
中小企業者が制度を利用し
やすい環境作りを行う。

市中小企業融資制度に、新エネル
ギー設備の導入やＩＳＯ１４００１
の認定取得等に資金が必要な中小企
業者を対象とした環境配慮促進資金
を設け、融資の際の信用保証料に対
する補助を行った。
・融資実績：5件
・融資額：48,880千円
・保証料補助：1,840,872円

産
業
支
援
課

25年度実績 関係課

⑴
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
を
進
め
ま
す

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要
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≪基本方針１　地球市民として温暖化対策に取り組むまち（低炭素社会の構築）≫

≪基本目標(2)　省エネルギー技術の利用を進めます≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

環境対応車導入促進

「鹿児島市地球温暖化対策
アクションプラン」におけ
る「鹿児島市環境対応車導
入指針」に基づき、本市公
用車及び市営バスを可能な
限り環境対応車に計画的に
切り替えるとともに、民間
への普及を促進する。

【次世代自動車の導入】
○公用車
・電気自動車5台
・天然ガス自動車2台
・クリーンディーゼル自動車4台
・ハイブリッド自動車1台
○市営バス
・クリーンディーゼル自動車17台

【民間への普及促進】
普及啓発リーフレットを2,500部作成
し、公共施設や自動車ディーラー等
へ配布を行った。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
課
、

導
入
課

環境対応車普及促進
対策補助事業

天然ガストラック、ハイブ
リッドトラックを導入する
事業者に対して、補助金を
交付する。

・補助額：10万円/台
・補助台数：2台

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
課

環境対応車に係る駐
車場の使用料減免措
置

市公共施設駐車場の使用料
の減免を行う。

・対象駐車場
：市民文化ホール、平川動物公園、
鴨池海づり公園
・減免額：無料
・対象車種：天然ガス自動車、ハイ
ブリッド自動車、プラグインハイブ
リッド自動車、電気自動車
・利用台数：686台（延べ台数）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
課

電気自動車普及促進
事業

電気自動車の購入に対して
補助を行うことにより、電
気自動車の普及を促進し、
温室効果ガス排出量の削減
を図る。

・補助額：15万円/台
・補助件数：58件

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
課

電気自動車充電イン
フラ整備事業

市公共施設に電気自動車急
速充電器の設置を行う。

・設置場所：環境未来館
・出力：30kw
・使用料：無料
・利用時間：環境未来館の開館時間

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
課

　※　次世代自動車　＝　電気自動車、ハイブリッド自動車、プラグインハイブリッド自動車、
　　　　　　　　　　　　燃料電池自動車、クリーンディーゼル自動車、天然ガス自動車
　　　環境対応車　＝　次世代自動車　＋　低燃費・低排出ガス認定車

⑵
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
の
利
用
を
進
め
ま
す

25年度実績 関係課
基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要

現況値

25年度 28年度 33年度

2
環境対応車のうちの

次世代自動車の普及率
％ 26 25 35

再生可能エネ
ルギー推進課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本方針１　地球市民として温暖化対策に取り組むまち（低炭素社会の構築）≫

≪基本目標(2)　省エネルギー技術の利用を進めます≫

防犯灯補助事業

防犯灯を維持管理している
町内会等が防犯灯を設置し
た場合、その経費の一部を
助成する。

防犯灯補助事業に、明るい照明補助
加算(6,000円)を設け、LED・イン
バータ式防犯灯の設置を促進した。
○補助灯数
　・LED　　　　　8,120灯
　・インバータ式　 787灯

安
心
安
全
課

地球温暖化対策市
民・事業者協働事業

省エネ運転制御機器を設置
する事業所に対し設置費用
の一部を補助する。

省エネ運転制御機器設置補助：16件

環
境
協
働
課

明るい商店街づくり
支援事業

街路灯等を維持管理してい
る商店街で、リース契約に
よりLED等の省エネ電球を導
入した商店街について、そ
の経費の一部を助成する。

・補助率：1/2
・補助限度額（総額）：100万円
・補助団体数：3団体

産
業
支
援
課

共同施設設置事業助
成金

商店街などが市民の利便を
図るための街路灯（LEDなど
電球交換含む）などを設置
した場合に助成する。

街路灯・アーケードのLED化
・補助上限額：100万円
・国補助なし：50/100
・国補助あり：20/100
・補助団体数：16団体

産
業
支
援
課

公共建築物省エネル
ギー推進事業

地球温暖化防止対策とし
て、公共建築物における低
炭素化を図るため、「公共
建築物環境対策調査研究事
業」の成果を活用し、省エ
ネルギー運転支援及び環境
対策技術導入に取り組む。

〇省エネルギー25％（22年度比）を
目指す取組については、吉野福祉館
や城南保育園など20施設で設備機器
等の運転支援を行うことで約15％の
電気使用量を削減した。
〇省エネルギー50％（22年度比）を
目指す取組については、桜島支所及
び城西福祉館で環境対策技術導入検
討(シミュレーション)を行った。

設
備
課

保健・急病センター
のＬＥＤ化

保健・急病センター内にあ
る白熱球を全てLEDに取り換
える。

電球型蛍光灯の更新がなかったた
め、LEDへの取り換え実績無

保
健
環
境

試
験
所

関係課
基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績

⑵
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
の
利
用
を
進
め
ま
す
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≪基本方針１　地球市民として温暖化対策に取り組むまち（低炭素社会の構築）≫

≪基本目標(2)　省エネルギー技術の利用を進めます≫

市営住宅ストック総
合改善事業

「市営住宅長寿命化計画」
における中長期の維持管理
計画に、これまで行ってい
る計画修繕等を組み込ん
だ、短期保全計画を3か年に
分けて作成する。
同保全計画に基づき、築後
20年以上経った住宅を対象
として、棟別、部位別に効
率的かつ効果的な修繕等を
実施する。

○短期保全計画の作成
・対象：112棟、2,376戸
〇全面的改善、個別改善による効率
的かつ効果的な修繕
（完成ベース）
・個別改善
　：鴨池新町住宅60戸

住
宅
課

公共建築物ストック
マネジメント事業

市有の既存公共建築物につ
いて、中長期的な視点に
立った保全計画を作成し、
計画的で効率的な維持保全
を行う。

【ストックマネジメントの推進】
○103棟の保全計画を作成したほか、
これまで作成した保全計画に基づ
き、42棟で主要な改修を行った。
○空調機など、建築・設備資材等の
リユースについては、4件の実績が
あった。
○インハウスエスコの取組に向けた
調査を行い、実施見込を検討した。

【公共建築物への環境対策の推進】
○施設の状況や改修計画等につい
て、関係課(設備課、再生可能エネル
ギー推進課)等へ情報提供を行った。

建
築
課

学校施設建築物ス
トックマネジメント
事業

既存の学校施設建築物につ
いて、中長期の保全計画を
策定し、計画的に効率的な
維持補修を行い、施設の長
寿命化を図る。

ストックマネジメントの対象となる
学校施設について、中長期保全計画
を策定した。

施
設
課

公園施設長寿命化計
画策定事業

公園施設の安全確保及びラ
イフサイクルコストの縮減
を図るため、長寿命化計画
を策定し、公園施設の長寿
命化対策を計画的に行う。

基礎調査の結果に基づき、公園施設
長寿命化計画を策定した。

公
園
緑
化
課

橋りょう長寿命化事
業

橋りょうの長寿命化及び修
繕、架け替えに係る費用縮
減のため、「長寿命化修繕
計画」に基づく、橋りょう
の予防的・計画的な修繕を
行う。

計画に基づき、橋りょうの適切な維
持管理を行った。
・修繕橋りょう数：動物園橋ほか7橋

道
路
維
持
課

谷
山
建
設
課

関係課

⑵
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
の
利
用
を
進
め
ま
す

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績
基本
目標
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≪基本方針１　地球市民として温暖化対策に取り組むまち（低炭素社会の構築）≫

≪基本目標(2)　省エネルギー技術の利用を進めます≫

省エネルギー設備等
の導入推進

高効率型の設備など省エネ
ルギー機器を積極的に導入
し、環境負荷や維持管理費
の低減を図る。

・滝之神水源地送水ポンプの高効率
型への更新等
・南部処理場の汚泥処理設備の高効
率型への更新等

水
道
整
備
課

配
水
管
理
課

下
水
道
建
設
課

ストックマネジメン
トシステム導入事業

上下水道施設の状態を客観
的に把握、評価し、中長期
的な予測を基に計画的かつ
効率的に施設を管理する手
法として、ストックマネジ
メントシステムを導入す
る。

ストックマネジメントシステム構築
に向け、施設の調査・分析を行うと
ともに、基本計画の策定やシステム
構築詳細設計仕様書等の作成を行っ
た。

水
道
局
関
係
課

低公害・低床型車両
導入事業

老朽化した車両について、
高齢者をはじめ全ての利用
者にやさしく、環境にもや
さしい、低公害低床型車両
への更新を進め、バス利用
者の利便性の向上と環境負
荷の軽減を図る。

低公害低床バス（大型14両・小型1
両）を導入した。

バ
ス
事
業
課

観光バス購入事業

現在運行している車両は、
購入後20年以上経過し老朽
化が激しいため、観光客な
ど利用者の快適性を向上さ
せるためにも車両の更新が
必要である。
また、環境性能の優れた車
両に更新するため、本市の
環境配慮に寄与でき、観光
都市鹿児島のイメージアッ
プにもつながる。

低公害バス（大型観光バス）2両を導
入した。

バ
ス
事
業
課

新船建造事業

平成2年に竣工した第五櫻島
丸について、代替船を建造
する。
建造にあたっては、環境に
やさしい新船を建造するこ
ととし、サクラエンジェル
の運航実績を踏まえ、電気
推進船とする。

工事請負契約（詳細設計、建造）

船
舶
運
航
課

関係課事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績
基本
目標

⑵
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
の
利
用
を
進
め
ま
す
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≪基本方針１　地球市民として温暖化対策に取り組むまち（低炭素社会の構築）≫

≪基本目標(3)　エコスタイルを実践します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

「わたしたちのくら
し」配布

基礎的な消費生活の知識を
身につけるため、小学校に
おける消費者教育の学習資
料を作成・配布する。

小学5、6年生向け学習資料「わたし
たちのくらし」を作成し、市内の小
学校に配布した。
【配布数】　6,660冊

消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

学校版環境ISO認定
事業

学校版環境ISO認定制度に基
づき、認定を受けた市立の
全小・中学校117校において
引き続き環境にやさしい学
校づくりへの取組が継続す
るよう、定期的に審査する
とともに、情報提供等によ
り取組を支援する。（更新
審査は3年ごと、継続審査は
毎年）

学校版環境ISO認定制度に基づき、認
定を受けた全小・中学校において審
査を行った。特に、25年度認定が切
れた29校は、学校を訪問して更新審
査を行った。
また、パンフレットやホームページ
による情報提供等により取組を支援
した。

環
境
保
全
課

学
校
教
育
課

学習資料「ストッ
ピーとさくりんのご
み・まち美化教室」

小学4年生の社会科の学習資
料として作成し、授業で活
用してもらい、環境問題に
対する意識養成を図る。

小学4年生向け学習資料「ストッピー
とさくりんのごみ・まち美化教室」
を作成し、市内の小学校に配布し
た。
【作成・配布数】6,800部

リ
サ
イ
ク
ル

推
進
課

環
境
衛
生
課

関係課事務・事業の概要 25年度実績

⑶
　
エ
コ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し
ま
す

事務・事業名
基本
目標

現況値

25年度 28年度 33年度

6
環境管理事業所の

認定事業所数
事業所 464 1,000 1,500 環境保全課

No. 項目 単位
目標値

関係課

現況値

23年度 28年度 33年度

3
民生家庭部門の温室

効果ガス排出量削減率
（平成2年度比）

％ 79.9％増 10％増 1％増 環境政策課

4
民生業務部門の温室

効果ガス排出量削減率
（平成2年度比）

％ 77.1％増 12％増 7％増 環境政策課

5
産業部門の温室効果
ガス排出量削減率
（平成2年度比）

％ 24.3％減 43％減 47％減 環境政策課

関係課No. 項目 単位
目標値
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≪基本方針１　地球市民として温暖化対策に取り組むまち（低炭素社会の構築）≫

≪基本目標(3)　エコスタイルを実践します≫

かんきょう家計簿

家庭での電気や水道、ガソ
リンの使用量や、日常の行
動などを記入することで、1
人ひとりに環境にやさしい
暮らしを実践してもらう。

本庁・各支所・環境未来館等で配布
するほか、環境フェスタや出前トー
クなどのイベントや、住宅用太陽光
補助などの申請者に配布した。
【作成部数】4,000部

環
境
政
策
課

エコライフファミ
リー事業

※26年度から
環境協働・連携促進
事業

市民のひろば等で募集した
一般家庭に、電気・ガス・
水道使用量の節減に取り組
んでもらうことにより、地
球温暖化についての意識の
啓発及び地球環境に配慮し
たライフスタイルの定着を
図る。

サマーチャレンジ部門（7月・8
月）、ウィンターチャレンジ部門
（12月・1月）、それぞれの2か月
間、電気使用量等の節減に取り組ん
でもらい、削減率上位家族を優秀賞
として表彰を行った。
・サマーチャレンジ参加家族
　：33家族
・ウィンターチャレンジ参加家族
　：24家族

環
境
協
働
課

エコワットの貸し出
し

エコワット（簡易型電力量
表示器）を貸出し家庭で利
用してもらうことにより、
省エネ・節電への関心を高
め、取組を促進する。

市民のひろば、市ホームページ、か
んきょう家計簿にて貸出の広報を
行った。

環
境
政
策
課

環境管理事業所認定
事業

鹿児島市環境保全条例に基
づいて適正に環境管理を行
い、環境への負荷の少ない
事業活動を自主的に行って
いる事業所を「環境管理事
業所」として認定する。

鹿児島市環境保全条例に基づき、環
境管理の普及啓発を図り、認定事業
所数の認定増に努めた。

環
境
保
全
課

各学校における環境
学習・環境美化活
動・リサイクル活動
等の実施

各学校において環境学習・
環境美化活動・リサイクル
活動等を実施する。

「学校版環境ISO認定制度」を利用し
た環境にやさしい学校づくりやごみ
の分別指導、環境問題を題材とした
総合的な学習、学校周辺の環境美化
活動等を推進することで、児童・生
徒の環境に対する意識を向上させ、
地域やPTA等と連携した環境保全・美
化活動の実践化を図った。
（全小中学校で実施）

学
校
教
育
課

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課
基本
目標

⑶
　
エ
コ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し
ま
す
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≪基本方針２　資源が循環する環境にやさしいまち（循環型社会の構築）≫

≪基本目標(1)　ごみの減量化・資源化に取り組みます≫

【数値目標】

　※　資源化率　＝　資源化したごみ・資源物の排出量　÷　ごみ・資源物の排出量

【施策の実施状況】

⑴
　
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
取
り
組
み
ま
す

３Ｒ推進事業

循環型社会の構築に向け
て、３Ｒの意識啓発と実践
活動の推進を図り、ごみ出
しマナーの向上や分別の徹
底を図るため、その啓発を
行う。

○ごみ出しカレンダーの作成
　【作成数】350,000部
○ストッピーとさくりんのごみ・ま
ち美化教室の作成
：小学4年生の学習資料として作成
し、授業で活用してもらい、環境問
題に対する意識養成を図った。
　【作成数】6,800部
○児童作品コンクール：児童の環境
教育の一環として実施し、入賞作品
の活用により市民のごみの減量化・
資源化意識の向上を図った。
○３Ｒ広報：ごみの減量・リサイク
ル推進週間にあわせてごみ減量化推
進PR用懸垂幕を掲出するほか、市電
の車体ステッカー広告や市バスの車
体広告を行った。
○資源物回収活動優良団体表彰：資
源物回収活動において、優良団体を
表彰することにより、市民団体全体
の活動を活性化し、循環型社会の構
築を図った。

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課
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≪基本方針２　資源が循環する環境にやさしいまち（循環型社会の構築）≫

≪基本目標(1)　ごみの減量化・資源化に取り組みます≫

かごしま環境未来館
リサイクル工房等運
営事業

※26年度から
環境協働・連携促進
事業

参加体験型施設として、
「ものを大切にする心」を
育み、ごみの発生抑制、ご
みの分別の徹底、市民のリ
ユース・リサイクル活動の
実践を促進する。

○リサイクル工房
・３Ｒ活動の実践方法について各種
講座開催
・日常生活用品の修理について相
談・指導及び情報提供
○リユース・リサイクルショップ
・市民から提供された未使用の日用
品の陳列・交換
・インターネット等による不用品交
換情報提供
・３Ｒ啓発パネル等による３Ｒ意識
啓発
・リユース家具マーケット開催
・生ごみ処理機器で発生した堆肥及
び廃食用油の回収

環
境
協
働
課

ごみの３Ｒ教室こど
も出前塾事業

※26年度から
生ごみのリサイクル
出前塾事業へ名称変
更

ごみの３Ｒ教室の開催や生
ごみのリサイクル授業を実
施することで、子ども自身
のごみの排出抑制やごみの
減量化・資源化意識の向上
を図り、環境に配慮した行
動につなげるとともに、子
どもを通じて家庭における
環境に配慮した行動の促進
を図る。

○ごみの３Ｒ教室の実施
：市内の小学6年生の児童を対象に環
境への理解を深め、環境に配慮した
行動を促進するため、希望する学校
でごみの３Ｒ教室を開催した。
【実施校】18校
○生ごみのリサイクル授業の実施：
学校等で出た生ごみをダンボールコ
ンポストで処理し、できた堆肥で農
作物を作るなど、環境との関わりに
ついての認識を深めた。
【実施校】5校

環
境
協
働
課

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

ごみ減量リーダー養
成事業

市役所のごみの適正排出を
図り、ごみの減量化・資源
化を推進するとともに、地
球におけるごみ減量リー
ダーの役割を担ってもらう
ため、市職員にごみ減量に
関する研修を実施する。

ごみ減量の必要性、ごみ・資源物の
適正排出、３Ｒの推進について研修
を行った。
【対象者】ごみ減量リーダー
　　　　　（各課1名）

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

資源物回収活動活性
化推進事業

日常生活に伴い、排出され
る一般廃棄物のうち再生利
用が可能な有価物の回収活
動を行う市民団体に対し
て、補助金を交付すること
により、資源物の回収活動
を促進するとともにごみの
減量化を図る。

資源の有効活用、ごみの発生抑制の
市民意識の向上を図るため、町内
会、あいご会等が実施する資源物回
収活動に補助金を交付した。
【平成25年度決算額】
23,480千円（補助金のみ）

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

関係課

⑴
　
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
取
り
組
み
ま
す

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績
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≪基本方針２　資源が循環する環境にやさしいまち（循環型社会の構築）≫

≪基本目標(1)　ごみの減量化・資源化に取り組みます≫

生ごみの減量化・資
源化推進事業

生ごみの減量化・資源化を
図るため、生ごみ処理機器
を購入設置した市民に対し
補助金を交付するととも
に、情報提供を行い、生ご
みの自家処理を促進する。

○生ごみ処理機器設置費補助
〔電気式生ごみ処理機〕
　・補助率：購入金額の1/2
　　　　（上限30,000円）
〔その他の生ごみ処理器〕
　・補助率：購入金額の1/2
　　　　（上限3,000円）
【平成25年度決算額】
　2,443千円（補助金のみ）
○ダンボールコンポスト講座を実施
し、ダンボールコンポストの普及を
図った。

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

資源化推進事業

古紙類や電球・蛍光灯、乾
電池、スプレー缶類の分別
収集を実施し、資源化を行
う。

○資源化量
　・古紙類　　　16,541ｔ
　・電球・蛍光灯　  66ｔ
　・乾電池　　　　 129ｔ
　・スプレー缶　　 162ｔ

リ
サ
イ
ク
ル

推
進
課

庁内再生紙利用促進

環境に配慮した印刷物の作
成について全庁に向けて広
報し、再生紙の利用促進を
図る。

環境に配慮した印刷物の作成につい
て全庁に周知を行った。

リ
サ
イ
ク
ル

推
進
課

HPへの情報掲載
（リサイクルバ
ザー、フリーマー
ケット）

市や環境未来館のホーム
ページにフリーマーケット
の日程や不用品交換情報を
掲載して広報する。

市や環境未来館のホームページに掲
載して広報し、周知を図った。

環
境
協
働
課

リ
サ
イ
ク
ル

推
進
課

古布等の再利用方法
の情報提供

消費生活エキスポかごしま
で古布等の再利用方法の情
報提供をする。

消費生活エキスポかごしま等で古布
等身近な素材を再利用した家庭用品
等の展示啓発を行った。

消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

観光農業公園での環
境学習プログラムに
よる啓発

体験プログラムのうち環境
学習プログラムで環境対策
の取組を学び、意識を啓発
する。

エコフィード（食品残渣の飼料化）
やBDFの取組を通して環境への負荷軽
減の意識を向上させた。

グ
リ
ー

ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
課

リサイクル自転車
フェアの開催

本市が撤去し、市に所有権
が帰属した自転車のうち、
使用できるものについて
は、「リサイクル自転車
フェア」において、市民へ
売却するほか、公用車等へ
の活用を図る。なお、原動
機付自転車については、業
者へ売却する。

再使用が可能な自転車については、
「リサイクル自転車フェア」で市民
へ売却したほか、公用車等への活用
を図った。また、原動機付自転車を
業者へ売却した。
〔自転車〕
　・リサイクルフェア　405台
　・公用車等への活用　 63台
〔原動機付自転車〕
　・業者への売却　　　 29台

道
路
管
理
課

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

⑴
　
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
取
り
組
み
ま
す
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≪基本方針２　資源が循環する環境にやさしいまち（循環型社会の構築）≫

≪基本目標(2)　廃棄物の適正処理を進めます≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

廃棄物適正処理指導
事業

適正処理を図るため事業所
等から廃棄物処理計画書や
実績報告書を徴収するとと
もに、廃棄物処理施設等へ
の立入調査や清掃工場等で
の搬入検査による指導を行
う。

○廃棄物に関する各種報告・届出件
数：199件
○立入調査等回数
・処分業許可業者：126回
・収集運搬業許可業者：23回
・自リ法許可業者：41回
・PCB廃棄物保管事業者：15回
・排出事業者：13回
・搬入検査：11回

廃
棄
物
指
導
課

廃棄物監視指導員設
置事業

廃棄物監視指導員を委嘱
し、過去に不法投棄があっ
た区域を重点的に監視パト
ロールを行う。

・パトロール日数：359日
・事業所、産廃施設等に対する立入
回数：93回
・自リ法施設に対する立入回数
：41回
・不法投棄調査、苦情処理件数
：199回
・報告書の作成件数：669件
・その他指示事項件数：43件

廃
棄
物
指
導
課

廃棄物適正処理指導
事業

市ホームページや市民のひ
ろば、講習会等を通じて不
法投棄防止の啓発を図る。
また、不法投棄防止の啓発
看板の配布や設置を行う。

○不法投棄防止啓発
・配布用看板作製：100枚
・看板設置：2箇所
○廃棄物適正処理講習会等
（講師派遣）：4回

廃
棄
物
指
導
課

⑵
　
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
進
め
ま
す

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課
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≪基本方針２　資源が循環する環境にやさしいまち（循環型社会の構築）≫

≪基本目標(2)　廃棄物の適正処理を進めます≫

北部清掃工場運転
管理費、
リサイクルプラザ
維持管理等事業、
横井埋立処分場
施設運営費、
南部清掃工場運転
管理費　　等

ごみ及び資源物の安全かつ
衛生的な処理を行い、生活
環境の保全を図るととも
に、各施設においては、適
切な維持管理を行い、安全
かつ衛生的な運営を行う。

○北部清掃工場においては、可燃ご
み・粗大ごみ・資源物・不燃ごみに
ついて、南部清掃工場においては可
燃ごみについて処理を行った。
○焼却炉及び機器等を定期的に点検
し、必要な修繕・補修等行うことに
より、安全かつ衛生的な施設の維持
管理に努めた。
・可燃ごみ焼却量：187,683ｔ
・粗大ごみ搬入量：3,927ｔ
・リサイクルプラザ資源物搬出量
　：8,526ｔ
・不燃ごみ等埋立処分量：34,181ｔ

北
部
清
掃
工
場

南
部
清
掃
工
場

農業用廃プラスチッ
ク類の適正処理の推
進

農業用廃プラスチック類の
回収（実施主体：市園芸作
物振興協議会）

農業用廃プラスチック類の回収
・桜島地域：2回
・喜入地域：1回
・都市農業センター(市全域)：1回

生
産
流
通
課

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

⑵
　
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
進
め
ま
す
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≪基本目標(1)　鹿児島の多様で豊かな自然を保全します≫

【数値目標】

　※　森林蓄積量　＝　森林を構成する立木の幹の部分の体積で、森林量の指標の一つ

【施策の実施状況】

生物多様性地域戦略
推進事業

平成26年3月に策定した生物
多様性地域戦略の進行管理
を行うと共に、生物多様性
の保全等に関する事業を行
う。

鹿児島市生物多様性地域戦略の策定
を行った。

環
境
保
全
課

自然保護事業
自然公園法に基づく許可申
請等の受理及び県知事への
送付業務

自然公園法に基づく許可申請の受理
等を行った。

環
境
保
全
課

自然保護事業

生態系に影響を及ぼすマン
グースが喜入地域で発見さ
れていることから、県が実
施している調査等への協力
を行う。

県と連携し、マングースの情報収集
や広報啓発を行った。

環
境
保
全
課

国立公園桜島地区美
化協会負担金

桜島地区の自然環境を清潔
に保持するため、美化協会
への負担金の支出

桜島の袴腰地区の美化清掃を実施。

観
光
振
興
課

間伐実施事業

森林のもつ水源かん養機能
などの高度発揮を図るた
め、森林組合等が行う間伐
に要する経費に対し助成す
る。

間伐を行う森林組合等に対して補助
金を交付した。
・間伐面積：216ha
・補助金額：11,308千円

生
産
流
通
課

⑴
　
鹿
児
島
の
多
様
で
豊
か
な
自
然
を
保
全
し
ま
す

≪基本方針３　恵み豊かなかごしまの自然を次の世代へ引き継ぐまち（自然共生社会の構築）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

現況値

25年度 28年度 33年度

10 森林蓄積量 千㎥ 6,080 6,500 7,000 生産流通課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本目標(1)　鹿児島の多様で豊かな自然を保全します≫

万之瀬川流域森林造
成対策事業

万之瀬川流域森林におい
て、水源かん養機能の高度
発揮を図るため、森林組合
等が行う間伐等に要する経
費に対し助成する。

間伐を行う森林組合に対して補助金
を交付した。
・間伐面積：4.12ha
・補助金額：917千円

生
産
流
通
課

甲突川・稲荷川流域
水源の森整備事業

甲突川及び稲荷川流域森林
において、水源かん養機能
の高度発揮を図るため、森
林組合等が行う間伐等に要
する経費に対し助成する。

間伐を行う森林組合等に対して補助
金を交付した。
・間伐面積：36.80a
・補助金額：4,944千円

生
産
流
通
課

市有林・分収林の保
育作業

市有林・分収林において、
水源かん養機能などの高度
発揮を図るため、間伐等を
行なう。

市有林において間伐を行った。
・間伐面積29.26ha
・委託料21,506千円

生
産
流
通
課

造林推進事業
造林を推進するため、造林
用苗木の購入経費に対し助
成する。

造林用苗木を購入し造林を行う実施
主体に対し補助金を交付した。
・苗木本数：9,310本
・補助金額：424千円

生
産
流
通
課

市民と協働の森林づ
くり事業

企業やボランティア団体が
実施する森林活動に対して
支援を行い、市民活動を中
心に森林整備を図る。

・森林情報等をホームページに掲出
し、森林所有者と企業、ボランティ
ア団体との協定締結を推進した。
・市民を対象にした森林・林業体験
イベントを行った。

生
産
流
通
課

特別天然記念物・北
限のメヒルギ再生整
備活用事業

国指定特別天然記念物「喜
入のリュウキュウコウガイ
産地」の保存管理

メヒルギ生息地の環境改善に取り組
んだ。
・海水導水
・水質、底質検査
・地形測量
・土壌改良
・検討委員会開催（2回）
・文化庁調査官招聘　　　等

文
化
財
課

≪基本方針３　恵み豊かなかごしまの自然を次の世代へ引き継ぐまち（自然共生社会の構築）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

⑴
　
鹿
児
島
の
多
様
で
豊
か
な
自
然
を
保
全
し
ま
す
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≪基本目標(2)　自然とふれあう場や機会を確保します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

自然遊歩道の利用
促進

自然遊歩道（7ヶ所9コー
ス）の維持管理及び広報啓
発

自然遊歩道（7ヶ所9コース）の維持
管理及び広報啓発を行った。

環
境
保
全
課

自然保護事業 赤水採石場跡地の活用
赤水採石場跡地の活用として植樹を
行った。

環
境

保
全
課

甲突川リバーフェス
ティバル開催事業

※26年度から
環境協働・連携促進
事業

甲突川を活用した参加体験
型のイベントを開催するこ
とにより、川をはじめとす
る環境問題への関心を広く
喚起する。

甲突川リバーフェスティバル
（7/27、7/28）
甲突川を活用した参加体験型のイベ
ントを開催した。

環
境
協
働
課

桜島・錦江湾ジオ
パーク推進事業

桜島・錦江湾におけるジオ
パーク活動を地域一体と
なって推進する。

・日本ジオパークへの認定
・ジオに関する活動の展開
・情報発信　など

観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ

ン
課

桜島・錦江湾ジオ
パーク旅行商品造成
調査事業

桜島・錦江湾ジオパークに
おけるツアー等の充実を図
る。

・桜島のジオ資源の整備、活用に関
する調査
・観光客向けジオツアーの企画
・観光客向けジオツアーの試験的実
施

観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
課

⑵
　
自
然
と
ふ
れ
あ
う
場
や
機
会
を
確
保
し
ま
す

≪基本方針３　恵み豊かなかごしまの自然を次の世代へ引き継ぐまち（自然共生社会の構築）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

現況値

25年度 28年度 33年度

11 自然遊歩道 箇所 7 8 9 環境保全課

12
グリーン・ツーリズム

登録団体数
団体 37 38 43

グリーンツー
リズム推進課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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グリーン・ツーリズ
ム推進事業

こどもたちに農作業体験を
通して、農業に関する関心
を高め、都市と農村との交
流を深める。

農作業体験等を通じて都市と農村と
の交流を促進した。
○農作業体験学習の支援
・実施地域：9地区
○棚田保全支援
・補助：30万円×1団体

グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム

推
進
課

観光農業公園交流体
験事業

農業・自然・調理・環境の
各種体験プログラムを実施
するとともに、来園者同士
の交流を促進する。

園内外の自然を活用した自然体験プ
ログラムのほか各種体験プログラム
を実施した。

グ
リ
ー

ン
ツ
ー

リ
ズ
ム

推
進
課

都市農村交流施設整
備事業

松元地域の県茶業指導農場
跡地を活用した都市農村交
流センターお茶の里の整備
を進める。

整備工事（主に建築工事）

グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム

推
進
課

市民農園運営補助事
業

消費者に農作業体験を通じ
て、農業と農村への理解と
認識を深めてもらうととも
に、地域の活性化を図る。

市民農園管理組合への助成
：8農園・519区画
・入園式の開催
・栽培講習会の開催(年2回）
・圃場品評会の開催　など

農
政
総
務
課

自然観察会の開催

ホタルを見る夕べの開催
（かごしま健康の森公園の
指定管理者である（公財）
鹿児島市公園公社が実施す
る。）

5月18日実施：1,858人参加

公
園
緑
化
課

市民農園の管理運営 市民への農園の貸出

・家族用区画　：766区画
・団体用区画　： 44区画
・車いす用区画： 10区画
　　計　　　　  820区画

都
市
農
業
セ
ン
タ
ー

≪基本方針３　恵み豊かなかごしまの自然を次の世代へ引き継ぐまち（自然共生社会の構築）≫

≪基本目標(2)　自然とふれあう場や機会を確保します≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

⑵
　
自
然
と
ふ
れ
あ
う
場
や
機
会
を
確
保
し
ま
す
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海水浴場管理運営

磯海水浴場、
生見海水浴場、
西道海水浴場、
レインボービーチの開設

【開設期間】
・磯海水浴場　：7/10～9/1
・生見海水浴場：7/20～9/1
・西道海水浴場：7/20～9/1
・ﾚｲﾝﾎﾞｰﾋﾞｰﾁ　：7/20～9/1

ス
ポ
ー
ツ
課

ロゲイニングイベン
ト開催支援事業

観光資源である自然や歴史
を活用したアウトドアイベ
ント「ロゲイニング」の開
催を支援する。

・第1回鹿児島歴史フォト・ロゲイニ
ング：参加者数94人
・第2回YYフェスタ：参加者数 143人
・第3回桜島溶岩レク・ロゲイニング
大会：参加者数143人

ス
ポ
ー
ツ
課

各学校における農業
体験学習の実施

総合的な学習の時間等で、
米や野菜、果物栽培等を通
した食と農を考える体験学
習を実施する。

総合的な学習の時間等で、自然の力
や様子を調べ、食べ物を作り出す知
恵や技術のすばらしさを実感する学
習に取り組んだ。また、米や野菜、
果物栽培等を通した食と農を考える
体験学習を実施した。

学
校
教
育
課

青少年ふれあい交
流・体験活動

小学校4～6年生を対象に、
宮川野外活動センター、磯
海水浴場等で宿泊を伴う体
験活動を実施する。

7月28日～30日(2泊3日)に小学生35人
が参加。
宮川野外活動センター、少年自然の
家、磯海水浴場で体験活動を実施し
た。

青
少
年
課

ファミリーキャンプ
で夏の思い出づくり

親子で協力してキャンプ、
野外炊飯、天体観望等の活
動を通して、家族の絆を深
めるとともに自然環境への
理解を深め、野外活動等へ
の興味、関心を高める。

8月24～25日（1泊2日）開催
・19家族69人参加

少
年
自
然
の
家

ワイルドキッズⅠ・
Ⅱ・真冬の自立キャ
ンプ

野外活動やサツマイモ収穫
体験、宿泊体験等を行い、
自然環境への興味、関心や
自立心を高める。

○ワイルドキッズⅠ(小学1・2年生)
・10月5～6日(1泊2日)開催
・109人参加
○ワイルドキッズⅡ(小学3・4年生)
・10月19～20日(1泊2日)開催
・81人参加
○真冬の自立キャンプ(小学4年～中
学2年生)
・平成26年2月8～9日(1泊2日)開催
・15人参加

少
年
自
然
の
家

夏休み親子クラフト
教室

自然の木を使って家族で創
作する活動を行い、自然環
境への理解を深める。

・開催日：8月4日
・参加者数：18家族（52人）

少
年
自
然
の
家

⑵
　
自
然
と
ふ
れ
あ
う
場
や
機
会
を
確
保
し
ま
す

≪基本方針３　恵み豊かなかごしまの自然を次の世代へ引き継ぐまち（自然共生社会の構築）≫

≪基本目標(2)　自然とふれあう場や機会を確保します≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課
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≪基本目標(3)　生態系に配慮したまちづくりを進めます≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

準用河川改修事業
災害に強いまちづくりを進
めるとともに、環境に配慮
した河川の整備を行う。

治水対策を講ずるにあたり、魚巣ブ
ロックや袋詰玉石、環境保全型ブ
ロックを設置するなど、環境に配慮
した工法の採用に努めた。
（永吉川、障子川）

河
川
港
湾
課

谷
山
建
設
課

道
路
建
設
課

都市基盤河川木之下
川改修事業

土地区画整理事業と併せて
河川改修を行い、都市環境
の整備を図る。

魚巣ブロックを設置した。

谷
山
都
市
整
備
課

≪基本方針３　恵み豊かなかごしまの自然を次の世代へ引き継ぐまち（自然共生社会の構築）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

⑶
　
生
態
系
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

現況値

25年度 28年度 33年度

13 市街化区域の緑地割合 ％ 7.5 － 7.7 公園緑化課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本目標(4)　環境に配慮した農林水産業を進めます≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

環境保全型農業推進
事業

防除薬剤の使用軽減に努
め、環境に配慮した農業を
進めるため、防除資材の導
入経費などに対し助成す
る。

○減農薬栽培推進事業
・補助金：5,179千円
・防虫資材等の導入に対する助成
○環境保全型農業直接支援事業
・交付金354千円
・環境保全効果の高い営農活動を行
う農業者に対する直接支援

生
産
流
通
課

環境保全型畜産推進
事業

家畜ふん尿処理施設（堆肥
舎）等の整備を進め、畜産
による環境汚染を未然に防
ぎ、良質の堆肥を耕地に還
元することにより土づくり
に資する。

家畜ふん尿処理施設等の整備を進め
た。
[整備数]
・家畜ふん尿処理施設：2棟
・家畜ふん尿処理機械：2台
・家畜ふん尿活用機械：2台

生
産
流
通
課

放養量、給餌量の適
正化の指導・啓発

県の魚類養殖指導指針に基
づいて、適正化が図られる
よう指導を行う。

県の魚類養殖指導指針に基づいて、
適正化が図られるよう指導を行っ
た。

生
産
流
通
課

農林水産物地産地消
推進事業

各種イベント等により、市
民に豊富な市内産の特産農
林水産物への理解を深めて
もらい、地産地消の推進を
図る。
（実施主体：市農産物等流
通促進協議会）

・市内産農産物旬の
　キャンペーン：3回
・食の産地交流会：3回
・旬のクッキング教室：6回
・暮れの市：1回

生
産
流
通
課

遊休農地解消等対策
事業

遊休農地の現状把握に努め
るとともに、遊休農地の発
生防止や解消に努める。

○情報の収集・発信及び解消策等の
検討
・遊休農地バンクの運営等
○遊休農地の再生利用
・よみがえれ農地事業(遊休農地の墾
経費助成0.48ha)
○遊休農地の発生防止
・農地流動化対策事業(農地の貸借に
対する助成13.6ha)

農
政
総
務
課

⑷
　
環
境
に
配
慮
し
た
農
林
水
産
業
を
進
め
ま
す

≪基本方針３　恵み豊かなかごしまの自然を次の世代へ引き継ぐまち（自然共生社会の構築）≫

　※　エコファーマー　＝　県知事が認定するもので、土づくり、化学肥料の使用低減、化学
                          合成農薬の使用低減に一体的に取り組む、環境にやさしい農業
                          実践者

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

現況値

25年度 28年度 33年度

14
エコファーマーの

認定件数
件 105 119 130 生産流通課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本目標(1)　うるおいとやすらぎのある空間を確保します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

本庁舎整備事業

平成22年度に策定した「本
庁舎整備基本構想」に基づ
き、本庁舎の整備を実施す
る。

市道山下2号線整備実施設計におい
て、歩道に植栽を設ける設計を行っ
た。

管
財
課

保存樹、保存樹林、
自然環境保護地区の
保護

保存樹、保存樹林、自然環
境保護地区の保護を行う。

保存樹及び保存樹林の定期診断及び
樹勢回復、自然環境保護地区の維持
管理を行った。

環
境
保
全
課

鹿児島駅周辺都市拠
点総合整備（都市の
杜）事業

鹿児島駅周辺地区で低未利
用地となっている旧国鉄用
地を活用し、地域住民や市
民が花や緑の中で憩い、健
康増進や交流の場として利
用できる拠点整備を行う。

「鹿児島駅周辺土地利用基本計画」
に基づき、「都市の杜」の基本計画
を策定した。

公
園
緑
化
課
、

市
街
地
ま
ち

づ
く
り
推
進
課

天文館公園再整備事
業

中心市街地でのにぎわいと
多様な交流空間を創造する
ため、天文館公園の再整備
を行う。

平成25年10月30日に供用開始した。

公
園
緑
化
課

都市公園建設事業
民有地等の借上げなどによ
り、公園の新設を行う。

喜入中名地区に中名駅前公園を新設
した。

公
園
緑
化
課

城山公園自然の森再
生事業

市街地の中心に位置する城
山公園では、降雨による斜
面崩壊や外来種の侵入によ
る自然林の減少など、植物
を巡る環境に変化が生じて
いることから、指定文化財
の有する普遍的価値を尊重
しながら、貴重な緑を次世
代へ継承する。

鹿児島市城山公園保全計画策定委員
会を設置し、文化庁と協議を行いな
がら、城山公園保全計画を策定し
た。

公
園
緑
化
課

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

⑴
　
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
空
間
を
確
保
し
ま
す

現況値

25年度 28年度 33年度

15
屋上・壁面緑化の

整備面積
㎡ 10,332 9,800 13,000 公園緑化課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本目標(1)　うるおいとやすらぎのある空間を確保します≫

市電軌道敷緑化整備
事業

ヒートアイランド現象の緩
和や都市景観の向上を図る
ため、市電軌道敷につい
て、芝生で緑化を行い、う
るおいと安らぎのある都市
空間を創出する。

○道路併用軌道区間の軌道敷緑化の
事後調査及び維持管理を行った。
○専用軌道区間（電停部）の軌道敷
緑化の可能性調査及び維持管理を
行った。

公
園
緑
化
課

グリーンファサード
アベニュー調査事業

既存民間建築物の壁面緑化
について、可能性調査を行
い、その結果をもとに壁面
緑化の試験施工を行う。

鹿児島中央駅前から朝日通り交差点
までの民間建築物への壁面緑化の可
能性調査を行ったほか、壁面緑化手
法（案）を整理した。

公
園
緑
化
課

花と緑のいきいき
事業

街路樹及び市設花壇の維持
管理を行う。

・街路樹維持管理業務委託：39件
・市設花壇の維持管理業務委託
　：15件

公
園
緑
化
課

花と緑のまちづくり
協働事業

花と緑にあふれる街づくり
や、市民参加による緑化を
推進するため、歩道緑地管
理団体による緑地の維持管
理を行う。

・歩道緑地管理団体：213団体
・花苗配布団体数：172団体

公
園
緑
化
課

花と緑のハーモニー
事業

道路や公園の整備計画にあ
わせて、樹木の適正な配置
を行い、美しく快適で潤い
と安らぎのある都市空間の
創出を図る。

・街路樹の整備改良
　武岡原良線ほか6路線
・公園樹の整備改良
　天保山公園ほか3か所
・街路樹隆起根等処理
　ニワ都市6号線ほか9か所

公
園
緑
化
課

花いっぱい運動
推進事業

第28回全国都市緑化かごし
まフェアを契機に高まっ
た、花と緑を愛する機運を
持続させるため、花いっぱ
い運動を市民・事業者との
協働で推進する。

・鹿児島中央駅前広場、中央公園等
への立体花壇の設置5基
・花壇デザインの募集39件

公
園
緑
化
課

緑の街並みづくり推
進事業

ヒートアイランド現象の緩
和や潤いのある空間を創出
するため、公共施設の屋上
や壁面を緑化するととも
に、民間住宅や事務所など
の屋上緑化・壁面緑化助成
を行う。

・みなと大通り別館の壁面緑化
　：27㎡
・民間住宅等の屋上・壁面緑化への
助成：6件　2,319千円

公
園
緑
化
課

道路改良事業等によ
る法面等の緑化

道路改良工事により切土を
行った法面の植生に適する
箇所について、可能な限り
緑化を行う。

平坂線ほか12路線

道
路
建
設
課

谷
山
建
設
課

⑴
　
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
空
間
を
確
保
し
ま
す

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課
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≪基本目標(2)　鹿児島らしい景観を形成します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

路面電車観光路線検
討事業

公共交通ビジョンの推進施
策に位置付けられた、都市
景観・観光資源の面からの
「路面電車、桜島フェリー
の有効活用」を図ることを
目的として、桜島フェリー
ターミナルやかごしま水族
館、高速船旅客ターミナル
などがあるウォーターフロ
ント地区への路線新設に向
けた調査検討を行う。

○観光路線の検討
・ルートの整理など

交
通
政
策
課

次世代へつなぐ景観
誘導事業

景観計画に基づく届出制度
等により、良好な景観形成
に向けた誘導を図るととも
に、景観形成重点地区や景
観重要公共施設の指定等に
向けて取り組む。

○景観法に基づく届出の審査
○八重の棚田地区景観計画の策定及
び施行、磯地区景観計画の策定等を
行った。

都
市
景
観
課

環境に配慮したイル
ミネーション事業

環境に配慮しながら、魅力
ある夜の景観を創出し、回
遊性の向上及び賑わいと活
性化を図るため、ＬＥＤを
用いたイルミネーションを
設置する。

12月から1月にかけて、みなと大通り
公園・鹿児島中央駅前広場にイルミ
ネーションを設置した。

都
市
景
観
課

景観づくり応援事業

市民との協働による景観ま
ちづくりを推進するため、
景観づくり団体等が行う活
動等に対して補助を行う。

・団体活動応援補助(0件)
・景観重要建造物及び景観重要樹木
の修景等に対する補助(1件)
・景観形成重点地区における建造物
の修景に関する補助制度の創設(0件)

都
市
景
観
課

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

⑵
　
鹿
児
島
ら
し
い
景
観
を
形
成
し
ま
す

現況値

25年度 28年度 33年度

16
景観形成重点地区の

指定数
箇所 2 3 5 都市景観課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本目標(2)　鹿児島らしい景観を形成します≫

屋外広告物による景
観まちづくり事業

景観に配慮した屋外広告物
の規制、誘導を図ること
で、屋外広告物による景観
まちづくりを推進する。

・屋外広告物の許可
・違反広告物対策
【簡易除却件数】11,658件

都
市
景
観
課

地域景観掘り起こし
事業

景観形成に対する市民意識
の高揚を図る。

○景観アドバイザー派遣
　：派遣回数1回（1人）
○景観写真コンテスト
　：応募数151件（61人）
　・最優秀賞1作品・優秀賞2作品
　・入選15作品
○景観まちづくり教室
　：参加者数29人

都
市
景
観
課

⑵
　
鹿
児
島
ら
し
い
景
観
を
形
成
し
ま
す

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課
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≪基本目標(3)　みんなでまちをきれいにします≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

磯海水浴場の清掃

環境月間(6月)の行事の一つ
として、環境保全活動につ
いて市民の関心と理解を深
めてもらうことを目的に、
磯海水浴場の清掃を実施
し、市民が親しみ安心して
楽しめる水辺を確保する。

・実施日：6月7日(金)
・参加者数：418名
・参加者：磯町内会、清水小学校、
清水中学校、鹿児島海上保安部、
県、市、ヴォルカ鹿児島、クリーン
アップ鹿児島、（社）鹿児島県損害
保険代理業協会　等

環
境
政
策
課

美しいまちづくり
推進事業

「みんなでまちを美しくす
る条例」に基づいて、「市
民総参加による美しいまち
づくり」を推進するため
に、諸施策を実施する。
・巡回指導・広報啓発等
（嘱託員他）
・美しいまちづくり運動推
進協議会による取組
・まち美化推進団体・まち
美化地域指導員（地域の美
化啓発ボランティア）の認
定支援
・路上禁煙地区の整備等

○まち美化推進指導員による巡回・
指導等
○協議会による主な取組
・美しいまちづくり運動強調月間
（8月）
・強調月間街頭キャンペーン（7月29
日：市内12箇所）
・市民一斉清掃「クリーンシティか
ごしま2013」（8月4日参加47,000名
(推計）
・錦江湾サマーナイト大花火大会に
おける啓発活動（8月24日)
○まち美化推進団体の認定（H25年度
末：219団体）
○まち美化地域指導員の認定支援
（H25年度末：1771名）
○路上禁煙地区における路面表示タ
イル、看板等の維持管理

環
境
衛
生
課

ヤンバルトサカヤス
デ対策事業

市内20地区（25年度末現
在）で生息が確認されてい
る不快害虫ヤンバルトサカ
ヤスデの効果的な駆除を行
うとともに、まん延防止の
ための広報、啓発を行う。

○駆除回数27回
（内訳）
・大規模地域（吉田）：7回
・大規模地域（喜入）：6回
・小規模地域：14回

環
境
衛
生
課

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

⑶
　
み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
ま
す

現況値

25年度 28年度 33年度

17
まち美化推進団体の

認定数
団体 219 320 370 環境衛生課

18
まち美化地域指導員の

認定数
人 1771 2,300 3,000 環境衛生課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本目標(3)　みんなでまちをきれいにします≫

そ族衛生害虫駆除事
業

感染症を予防し、快適な生
活環境を確保するため、ネ
ズミ、ゴキブリ、その他衛
生害虫について相談や駆除
を実施する。

○相談件数：478件
○公共部分駆除件数：30件
○町内会指導駆除回数18件
（内訳）・ネズミ：7件
　　　　・ゴキブリ：2件
　　　　・その他：9件

環
境
衛
生
課

空き地の適正管理指
導事務

「空き家等の適正管理に関
する条例」に基づいて空き
地等に繁茂した雑草等の除
去を所有者等に勧告を行う
など適正な管理を指導し
て、衛生害虫等の発生やご
みの不法投棄、火災や犯罪
の発生等を防ぎ、良好な生
活環境の保全を図る。

空地等指導件数：313件

環
境
衛
生
課

ごみ出しマナーの市
民啓発

ごみの減量化・資源化を推
進するために、ごみ出し
ルールを守り、分別を徹底
してもらうよう市民に啓発
を行う

○ごみ出しカレンダーの作成・配布
：作成数350,000部
○分別啓発チラシの作成・配布：作
成数3,000部
〇「在宅医療廃棄物の出し方」啓発
チラシ：作成数10,000部
〇学生向けマナー啓発チラシ作成・
配布：作成数5,000部
〇ペットボトル分別マナー啓発用ポ
スター：作成数2,000部

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

まち美化活動支援事
業

市民団体等がボランティア
で自主的に清掃活動を行う
場合に、申請に基づき市が
ごみ袋の支給、清掃ごみの
回収を行い活動を支援す
る。

・実施団体： 290団体
・従事者数： 39,781名

廃
棄
物
指
導
課

犬猫等の飼養者啓発
事業

犬猫の苦情の増加に対応す
るため、犬猫等の飼養者に
対する啓発や野良猫対策へ
の取組を行う。

広報紙や市HPへの啓発文の掲載、飼
主への直接指導、各種イベントの開
催のほか、地域猫等の不妊去勢手術
費用の一部助成を実施する。
○イベント
・しつけ方教室（年3回）
・動物愛護フェスティバル
　（荒天のため中止）
○地域猫等の不妊去勢手術費用の一
部助成
：1頭につき雄5,000円、雌10,000円

生
活
衛
生
課

クリーン作戦の実施
各公民館でのクリーン作戦
の実施

地域の女性団体、城西公民館自主学
習グループでのクリーン作戦への参
加
・実施日：5月31日
・参加者数：146名

城
西
公
民
館

⑶
　
み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
ま
す

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課
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≪基本目標(4)　核となる地区において、多様な都市機能を集約します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

コンパクトな市街地
形成促進事業

コンパクトなまちづくりの
実現に向け、「集約型都市
構造に向けた土地利用ガイ
ドプラン」（H24.3月策定）
に基づき、都市計画の見直
し等を行う。また、過度な
自動車依存から公共交通へ
の転換を図ることで、環境
負荷にも配慮したエコ・コ
ンパクトシティの実現を目
指す。

○土地利用誘導関連
・庁内調整会ワーキンググループの
開催（4回）
・住民意識調査の実施
○エコ・コンパクトシティ関連
・現況調査
・交通利用実態調査及びバス利用状
況調査の実施
・重点施策の検討
・モデル候補地区の選定

都
市
計
画
課

市営住宅建設事業
（地域活性化住宅）

旧５町域集落の活力回復の
ため、同集落の小学校の周
辺地域に、豊かな地域資源
を生かし、田園風景と調和
した低層の市営住宅を建設
する。
建設にあたっては、木造を
基本とし、地域材の活用や
雨水貯留タンクの設置など
の環境対策を行う。

宮地区の土地取得（10戸分）
住
宅
課

既存集落活性化住宅
建設事業

市街化調整区域内の指定既
存集落の活力回復のため、
同集落の小学校の周辺地域
に豊かな地域資源を生か
し、田園風景と調和した低
層・木造の市営住宅を建設
する。
建設にあたっては、地域材
の活用や、雨水貯留タンク
の設置など、環境対策を行
う。

○犬迫住宅の建設
25年度に犬迫住宅の建設に着手、26
年度に完成予定。
同住宅は、地域材を使用する木造2階
建で、雨水貯留タンクを設置するこ
ととしている。
○小山田地区の土地取得（5戸分）

住
宅
課

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

　※　比較的小さい地区を単位として、それぞれの特性に応じたきめ細やかなまちづくりを行うため
　　の計画で、道路、公園などの配置や規模、建築物の建て方のルールなどについて、住民等の意見
　　を反映して定めるもの

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

⑷
　
核
と
な
る
地
区
に
お
い
て
、

多
様
な
都
市
機
能
を
集
約
し
ま
す

現況値

25年度 28年度 33年度

19 地区計画の決定数 箇所 23 22 24 都市計画課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本目標(5)　公共交通を軸とした交通体系を構築します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

コミュニティサイク
ル導入事業

市内中心部に設置する複数
のサイクルポートで、どこ
でも自転車の貸出・返却が
できるコミュニティサイク
ル事業を実施する。

25年度においては、23・24年度の社
会実験の利用実績やアンケート結
果、運営面での課題を踏まえ、本格
実施している先進地を調査するとと
もに、庁内の関係課で構成する検討
会を設置して、実現化の方策につい
て検討した。

環
境
政
策
課

公共交通ビジョン
推進事業

21年度に策定した「鹿児島
市公共交通ビジョン」の着
実な推進を図るため、学識
経験者や交通事業者、関係
行政機関等で構成する推進
会議において、施策の進捗
状況や目標の達成状況の管
理・調整を行うとともに、
所要の調査等を行う。

○推進会議の開催(8月28日)
　推進施策の実施状況や目標の達成
状況を把握、調整

交
通
政
策
課

公共交通不便地対策
事業

平成18年度に選定した公共
交通不便地14エリア等にお
ける高齢者などの日常生活
の交通手段を確保するた
め、コミュニティバス「あ
いばす」及び乗合タクシー
等を運行する。

○公共交通不便地14エリア等におい
て「あいばす」及び乗合タクシー等
を運行。
○公共交通不便地対策に係る利用状
況等調査を実施
○公共交通不便地対策に関する基礎
調査を実施

交
通
政
策
課

⑸
　
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
交
通
体
系
を
構
築
し
ま
す

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

現況値

24年度 28年度 33年度

21 公共交通利用者数 千人 68,402 68,539 68,539以上 交通政策課

No. 項目 単位
目標値

関係課

現況値

23年度 28年度 33年度

20
運輸部門の温室効果
ガス排出量削減率
（平成2年度比）

％ 22.6％増 3％増 0% 環境政策課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本目標(5)　公共交通を軸とした交通体系を構築します≫

廃止バス路線対策
事業

バス路線の廃止に伴い、地
域住民の日常生活や公共的
施設の利用に必要な公共交
通機関を確保するため、廃
止路線代替バスを運行する
ための補助金を交付する。

○継続実施（皆与志方面,犬迫方面､
加世田方面）

交
通
政
策
課

新交通バリアフリー
基本構想推進事業

鹿児島市新交通バリアフ
リー基本構想の一体的かつ
計画的な推進を図るため、
推進協議会を設置し、特定
事業等の進捗管理等を行
う。

○推進協議会の開催(8月30日)
　関係事業者等において作成した特
定事業計画・関係事業計画の進捗状
況の確認
○新交通バリアフリー基本構想に基
づき、関係事業者等において公共交
通機関や道路、都市公園、交通安全
施設等のバリアフリー整備を推進

交
通
政
策
課

停留所等環境改善事
業

※26年度から
都市交通システム整
備事業

公共交通ビジョンの推進施
策に位置付けられた「待合
施設の改善」を進めるた
め、高見馬場や加治屋町な
ど中心市街地の乗継の多い
主要なバス停において年次
的に上屋、風防パネル、ベ
ンチを備えたバス停の整備
を行い、バス停留所の環境
改善を図る。

○公益社団法人鹿児島県バス協会が
行うバス停上屋や風防パネル等の整
備に対して補助金を交付
・整備箇所：１箇所
（高見馬場バス停下り(中央ビル前))

交
通
政
策
課

市道バリアフリー
推進事業

「鹿児島市道バリアフリー
推進計画」に基づき、誰も
が利用しやすい歩道となる
よう、歩道の段差解消等を
図り、安全で快適な通行を
確保する。

392か所の整備

道
路
維
持
課

谷
山
建
設
課

道
路
建
設
課

交通安全施設整備事
業（歩道設置）

歩行者の多い道路や、通学
路等に歩道を設置し、歩行
者の安全を確保する。

伊敷ニュータウン9号線ほか8路線

道
路
建
設
課

谷
山
建
設
課

市道の電線類地中化
（ブルースカイ計画
の推進）

安全で快適な歩行者空間を
確保し、都市景観の向上等
を図るため、電線類の地中
化を積極的に推進する。

平田橋武線ほか2路線

道
路
建
設
課

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

⑸
　
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
交
通
体
系
を
構
築
し
ま
す
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≪基本目標(5)　公共交通を軸とした交通体系を構築します≫

自転車走行ネット
ワーク形成事業

「自転車で走りやすいま
ち・かごしま」を構築する
ため、自転車走行空間の整
備を進めることで、自転車
走行ネットワーク化を図
る。

山之口通3号線ほか5路線

道
路
建
設
課

自転車等駐車場管理
運営事業等

自転車の利用者の利便性向
上を図るため、中央駅周辺
及び天文館の放置禁止区域
内や放置禁止区域外の駅に
設置した自転車等駐車場の
管理運営を行う。

自転車等駐車場の管理運営を行っ
た。

・自転車等放置禁止区域内：10か所
・自転車等放置禁止区域外：11か所

道
路
管
理
課

自転車等放置防止
対策事業

道路や歩道等における自転
車等の放置防止対策を講じ
ることで、通行障害の解消
や都市景観の向上を図る。

道路や歩道上の放置自転車等に対す
る指導・警告及び撤去や、自転車等
駐車場の利用啓発により、駐輪マ
ナーの向上を図った。
・警告書等貼付：約50,000件
・撤去台数： 4,344台

道
路
管
理
課

交通局施設
リニューアル事業

老朽化の進む局舎・電車施
設、バス施設を移転整備
し、業務の効率化、職場環
境の改善を図るとともに、
防災・防犯面での機能強化
を行い、市民に親しまれる
施設づくりに努める。

・局舎・電車施設：建設工事
・バス施設：基本・実施設計
　　　　　　浜町用地取得

総
合
企
画
課

電
車
事
業
課

バ
ス
事
業
課

サイクルアンドライ
ド駐輪場の設置
（電停周辺）

居住地から自転車で最寄り
の電停まで行き、市電に乗
り換えて目的地まで行くこ
とによって、利用者の利便
性向上と、自動車の使用を
抑制する。

ＪＲ九州の立体化工事に伴い、谷山
電停の駐輪場（170台分）を、仮設駐
輪場へ移行した。

電
車
事
業
課

イレブン電車の運行

年末の金・土曜日の通常よ
り遅い時刻に市電を運行す
ることにより、利用者の利
便性向上と、自動車の使用
を抑制する。

12月6日、7日、13日、14日、20日、
21日、22日、27日、28日に計9便運行

電
車
事
業
課

⑸
　
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
交
通
体
系
を
構
築
し
ま
す

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課
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≪基本目標(5)　公共交通を軸とした交通体系を構築します≫

低公害・低床型車両
導入事業

老朽化した車両について、
高齢者をはじめ全ての利用
者にやさしく、環境にもや
さしい、低公害低床型車両
への更新を進め、バス利用
者の利便性の向上と環境負
荷の軽減を図る。

低公害低床型バスを導入
（大型14両、小型1両）

バ
ス
事
業
課

バス停留所上屋整備
事業

乗客サービスの向上を図る
ため、バス停留所上屋を整
備する。

上屋2棟を整備した。
・大竜小学校前（建替）
・天保山（建替）

バ
ス
事
業
課

フィーダーバスの
運行

周辺住宅団地等と基幹交通
への乗継拠点とを連絡する
フィーダーバス（シャトル
バス）を運行する。

継続運行

バ
ス
事
業
課

イレブンバスの運行

終発の繰り下げを行う。
12月第1金曜日から第4土曜
日までの金曜日、土曜日及
び祝日の前日（祝日を除
く）

12月6日、7日、13日、14日、20日、
21日、27日、28日に
計8便運行

バ
ス
事
業
課

桜島港フェリー施設
整備事業

老朽化している桜島港の接
岸施設等の効率的な配置や
整備等を行う。

・公有水面埋立に関する港湾管理者
（県）との協議
・環境影響調査等

船
舶
運
航
課

新船建造事業

平成２年に竣工した第五櫻
島丸について、代替船を建
造する。
　建造にあたっては、環境
にやさしい新船を建造する
こととし、サクラエンジェ
ルの運航実績を踏まえ、電
気推進船とする。

工事請負契約
（詳細設計、建造）

船
舶
運
航
課

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

⑸
　
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
交
通
体
系
を
構
築
し
ま
す
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≪基本方針５　健康で安全な環境を育むまち（良好な生活環境の保全）≫

≪基本目標(1)　さわやかな大気環境を保全します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

大気汚染常時監視設
備整備事業

大気汚染常時監視に必要な
測定機器の整備（更新）を
計画的に行い、大気の汚染
状況を監視する。

・硫黄酸化物・粉じん自動測定記録
計（谷山支所局）更新
・風向風速自動測定記録計
（有村局）更新
・一酸化炭素自動測定記録計（鴨池
局）更新

環
境
保
全
課

光化学オキシダント
及びＰＭ2.5に関す
る県との連携による
広域監視体制の強化

「鹿児島県光化学オキシダ
ント緊急時措置要綱」等に
基づく情報伝達に係る手順
及び周知体制を確認するた
め、県が各市町と合同で実
施する訓練に参加する。

○県の要綱に基づく情報伝達に係る
手順及び周知体制を確認するため、
県が各市町と合同で実施した訓練に
参加した。
○実際の高濃度出現時には、薩摩半
島地域の緊急時発令に向けた情報提
供を県に対して行った。

環
境
保
全
課

大気保全対策事業 酸性雨の実態を調査する。
市役所と保健急病センターの屋上で
雨水を集め、週に1回測定を行った。

環
境
保
全
課

大気保全対策事業
工場・事業場の監視、規
制、指導を行う。

ばい煙発生施設の燃料採取やばい煙
測定（3事業所）を行った。

環
境
保
全
課

大気保全対策事業
悪臭を発生する事業者への
規制、指導を行う。

悪臭発生事業者への立ち入り調査や
臭気測定を行った。

環
境
保
全
課

関係課

⑴
　
さ
わ
や
か
な
大
気
環
境
を
保
全
し
ま
す

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績

現況値

25年度 28年度 33年度

22
大気の汚染に係る
環境基準達成率
（二酸化窒素）

％ 100 100 100 環境保全課

23
大気の汚染に係る
環境基準達成率
（一酸化炭素）

％ 100 100 100 環境保全課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本方針５　健康で安全な環境を育むまち（良好な生活環境の保全）≫

≪基本目標(1)　さわやかな大気環境を保全します≫

エコドライブの推進

エコドライブシミュレー
ション機器を使用して多く
の市民にエコドライブを体
験してもらうことで、エコ
ドライブの普及促進を図
る。

・エコドライブ体験コーナーの利用
促進
・JAFとの共催によるエコドライブ講
習会を11月16日に実施

環
境
政
策
課

アイドリングストッ
プ運動

鹿児島市環境保全条例に基
づき、500㎡以上の駐車場設
置者等の看板等によるアイ
ドリングストップ周知、市
民のアイドリングストップ
の推進を図る。

市民のひろば、公害防止事前協議を
通じて、市民や事業者にアイドリン
グストップの取組を周知した。

環
境
保
全
課

アイドリングストッ
プ等の徹底

アイドリングストップ等を
活用し、エコドライブに努
めることにより、燃料費の
削減を図る。

アイドリングストップ等を活用した
エコドライブに努めた。

バ
ス
事
業
課

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

⑴
　
さ
わ
や
か
な
大
気
環
境
を
保
全
し
ま
す
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≪基本方針５　健康で安全な環境を育むまち（良好な生活環境の保全）≫

≪基本目標(2)　良好な水環境を保全します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

水の適正利用につい
ての指導・啓発

水の有効利用に対する周知

「水の週間」にあわせて、国・県な
どと連携をとりながら、市ホーム
ページへの掲載やポスター掲示など
により水の有効利用に対する周知を
行った。

政
策
推
進
課

公共用水域の監視・
調査

市内の河川水質調査
6河川及び市内を流れるその他の2級
河川の水質調査を行った。

環
境
保
全
課

水質汚濁防止対策事
業

工場・事業場の排水を調査
する。

工場・事業場への排水規制を行い、
特定事業場等への立入検査等を行っ
た。

環
境
保
全
課

水質汚濁防止対策事
業

生活排水対策の広報啓発を
行う。

○生活排水対策のパンフレットの配
布を行った。
○本庁・各支所の石けん展示コー
ナーでの石けん製品の常設展示を
行った。
○石けんを各種イベント時に配布し
た。

環
境
保
全
課

浄化槽整備補助事業

河川等の水質汚濁防止及び
生活環境改善のため、既存
の住宅又は既存の集会施設
に浄化槽を設置する者に補
助金を交付する。

合併処理浄化槽の設置者に対し補助
金を交付（379基）
・単独処理浄化槽から転換：194基
・汲取り便槽から転換：178基

環
境
保
全
課

浄化槽関係管理・指
導事業

浄化槽設置者、工事業者、
維持管理業者、使用者に対
する指導を行い、河川等の
水質汚濁防止及び生活環境
改善に寄与する。

浄化槽の設置、維持管理に関する以
下の業務を行った。
・浄化槽設置届の審査・現地調査
・浄化槽工事の完了検査
・維持管理の徹底指導
・法定検査結果に係る改善指導

環
境
保
全
課

関係課

⑵
　
良
好
な
水
環
境
を
保
全
し
ま
す

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績

現況値

25年度 28年度 33年度

24 水質保全目標達成率 ％ 95 100 100 環境保全課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本方針５　健康で安全な環境を育むまち（良好な生活環境の保全）≫

≪基本目標(2)　良好な水環境を保全します≫

河川汚濁事故対策
河川水質保全の広報・啓発
に努める。

市民のひろば等を通じて、市民や事
業者に油や塗料等の適正な使用、廃
棄等の周知を行った。

環
境
保
全
課

地下水使用状況の
調査

環境保全条例に基づく地下
揚水量等を把握する。

環境保全条例に基づく地下水揚水量
報告により、本市の地下水利用の実
態を把握した。

環
境
保
全
課

湾内への流入河川及
び海域調査

河川及び海域の水質調査を
行う。

6河川及び市内を流れるその他の2級
河川の水質調査や一部海域の水質調
査を行った。

環
境
保
全
課

調整池及び河川、水
路の清掃・美化

調整池及び水路等の浚渫の
ほか、調整池及び河川、水
路等の除草を行う。

調整池及び水路等の浚渫や調整池及
び河川、水路等の除草を行った。

河
川
港
湾
課

個人住宅雨水貯留
施設等設置助成事業

市域内の個人住宅におい
て、雨水貯留施設等を設置
する者に助成金を交付する
ことで、雨水の流出抑制を
推進し、都市型水害の軽減
を図るとともに、雨水利用
の促進及び地下水のかん養
に寄与する。

個人住宅雨水貯留施設等設置の助成
事業を実施した。
・設置個数：1,147個

河
川
港
湾
課

河川水路維持事業

河川水路施設（調整池、水
路等）の浚渫・清掃等を行
い、河川水路の環境美化を
図る。

団地の調整池や水路等の浚渫、河川
の護岸除草を実施した。

谷
山
建
設
課

漁場環境の保全・
汚染防止の指導

県の魚類養殖指導指針を順
守するよう指導を行う。

県の魚類養殖指導指針を順守するよ
う指導を行った。

生
産
流
通
課

飲食店など食品及び
生活衛生関係業者の
排水対策指導、広
報・啓発

食品及び生活衛生関係法令
に基づき、廃棄物及び排水
を適切に処理するよう指導
する。

食品及び生活衛生関係業者への監視
指導の中で指導、広報・啓発に努め
た。
・監視件数：9,813件

生
活
衛
生
課

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

⑵
　
良
好
な
水
環
境
を
保
全
し
ま
す
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≪基本方針５　健康で安全な環境を育むまち（良好な生活環境の保全）≫

≪基本目標(2)　良好な水環境を保全します≫

万之瀬川水源基金へ
の助成

万之瀬川水源基金への
助成

万之瀬川水源基金への助成
（7,785千円）

水
道
局
総
務
課

河川汚濁の事故処理 河川への油流入対策
油流入事故が発生した場合、活性炭
吸着処理を行った。

配
水
管
理
課

水道水源上流域の監
視調査

水道水源上流域の監視調査
毎月、監視及び水質調査を実施し
た。

配
水
管
理
課

河川上流域の事業場
排水対策

水源上流の事業場等の水質
保全についての指導及び要
請

浄水場の取水口より上流域の工場や
事業場へ河川水質保全を文書で依頼
した。

配
水
管
理
課

公共下水道の計画的
整備

快適な生活環境の確保を図
るため、市街化区域内の未
整備地区の計画的な整備
や、他事業の進捗に合わせ
た計画的な整備を行う。

公共下水道未整備地区へ汚水管の布
設を行った。

下
水
道
建
設
課

公共下水道への接続
の指導・啓発

公共下水道の目的を達成す
るため、整備済の地域にお
いて接続の勧奨を行う。

○毎月、職員及び水洗化普及促進員
が市処理区内の未水洗家屋に対して
公共下水道への接続勧奨を行った。
・訪問件数：8,725件
○9月10日の「下水道の日」に関連し
て、25年度整備地区の吉野・清和地
区と低宅地住宅の未水洗家屋に対し
て接続勧奨を行った。
・訪問件数：283件
○「下水道展かごしま」、「消費生
活エキスポ」において啓発を行っ
た。

下
水
道
管
路
課

関係課

⑵
　
良
好
な
水
環
境
を
保
全
し
ま
す

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績
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≪基本方針５　健康で安全な環境を育むまち（良好な生活環境の保全）≫

≪基本目標(3)　化学物質による環境汚染を防止します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

水質汚濁防止対策
事業

河川の常時監視
環境基準点及び補助地点において、
水質調査を行った。

環
境
保
全
課

大気保全対策事業
有害大気汚染物質による汚
染状況の実態を把握する。

一般大気汚染測定局の市役所局にお
いて、有害大気汚染物質モニタリン
グ調査を行った。

環
境
保
全
課

大気保全対策事業

有害大気汚染物質のうち人
の健康に係る被害を防止す
るため、その排出又は飛散
を早急に抑制しなければな
らないもので大気汚染防止
法施行令で定められた施設
を設置するものに対し、規
制を行なうことで、大気環
境の保全を推進する。

公害防止事前協議などで施設設置が
判明した際は、設置前に指導等を
行った。

環
境
保
全
課

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

⑶
　
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
を
防
止
し
ま
す

現況値

25年度 28年度 33年度

25
ダイオキシン類の
環境基準達成率

（大気）
％ 100 100 100 環境保全課

26
ダイオキシン類の
環境基準達成率
（河川水質）

％ 100 100 100 環境保全課

27
ダイオキシン類の
環境基準達成率
（河川低質）

％ 100 100 100 環境保全課

28
ダイオキシン類の
環境基準達成率
（地下水質）

％ 100 100 100 環境保全課

29
ダイオキシン類の
環境基準達成率

（土壌）
％ 100 100 100 環境保全課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本方針５　健康で安全な環境を育むまち（良好な生活環境の保全）≫

≪基本目標(3)　化学物質による環境汚染を防止します≫

化学物質の適正な使
用・保管及び廃棄の
指導

PRTRに関する届出受付業務
PRTR法に基づき、対象化学物質に関
する届出受付業務を行った。

環
境
保
全
課

廃棄物適正処理指導
事業

市ホームページ等を通じ
て、特別管理産業廃棄物の
適正処理について啓発を行
うとともに、ポリ塩化ビ
フェニル廃棄物の保管事業
所に対して、保管状況等の
届出を求めるとともに、適
正保管の指導を行う。

・PCB廃棄物保管状況届出：138件
・PCB廃棄物保管事業所への立入調
査：15箇所

廃
棄
物
指
導
課

下水道法に基づく
立入検査

下水道処理区域内の規制対
象事業場について、排水の
水質検査及び除害施設の適
正な運転を指導することに
より、環境への負荷を軽減
する。

規制対象事業場に対し、水質試験を
実施した。また、処理の安定してい
ない事業場については、除害施設の
適正な運転を指導・助言した。
・水質試験数：287回
・事業場立入回数：416件

下
水
処
理
課

化学物質の適正な使
用・保管及び廃棄の
指導

下水道処理区域内の有害化
学物質使用事業場に対し
て、薬品の使用状況や廃液
等の処分状況を調査し、使
用・保管・処分について適
正に指導することにより、
有害化学物質が下水道へ流
出する事故を防止する。

有害化学物質使用事業場に対し、有
害化学物質の使用状況・処分方法の
聞き取りを行ったことにより、適正
な使用・保管・処分方法を指導し
た。
・有害物質使用状況調査事業場数
　：3件

下
水
処
理
課

関係課

⑶
　
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
を
防
止
し
ま
す

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績
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≪基本方針５　健康で安全な環境を育むまち（良好な生活環境の保全）≫

≪基本目標(4)　騒音のない環境を保全します≫　

【数値目標】

【施策の実施状況】

騒音振動防止対策事
業

一般環境地域10地点におい
て騒音調査を行う。

一般環境地域10地点において騒音調
査を行った。
2地点において、夜間のみ環境基準を
超過した。

環
境
保
全
課

騒音振動防止対策事
業

騒音・振動の特定施設設置
届出等提出時に騒音・振動
防止について指導する。

騒音・振動の特定施設設置届出等提
出時に騒音・振動防止について指導
した。

環
境
保
全
課

騒音振動防止対策事
業

道路に面する地域において
騒音調査を行う。

道路に面する地域8地点において騒音
調査を行った。
昼間・夜間ともに環境基準を超過し
たのは1地点であり、夜間のみ環境基
準を超過したのは1地点であった。

環
境
保
全
課

騒音防止啓発
事業者等に騒音防止のパン
フレットを配布し、騒音防
止の啓発を図る。

事業者等に騒音防止のパンフレット
を配布し、騒音防止の意識啓発を
図った。

環
境
保
全
課

舗装新設改良事業
舗装路の新設改良により、
騒音・振動の軽減を図る。

交通量の多い路線等において、低騒
音効果のある排水性舗装を行った。
・紫原中央線ほか5路線

道
路
建
設
課

谷
山
建
設
課

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

⑷
　
騒
音
の
な
い
環
境
を
保
全
し
ま
す

現況値

25年度 28年度 33年度

30
騒音に係る

環境基準達成率
（昼間）

％ 95.9 100 100 環境保全課

31
騒音に係る

環境基準達成率
（夜間）

％ 95.8 100 100 環境保全課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本目標(1)　かごしま環境未来館を拠点に環境学習を進めます≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

地域まるごと環境未
来館創造事業

※26年度から
環境協働・連携促進
事業

サテライトと協働した環境
学習やイベント等を開催
し、地域における環境保全
活動を促進するとともに、
各団体間のネットワークの
構築を図る。

・サテライトの登録
・地域まるごと共育講座の開催：25
講座
・環境フェスタ（10/12・13）及びサ
テライト協働イベント（10/5）の開
催（喜入）
・未来館及びサテライト間の情報の
共有化並びに情報発信

環
境
協
働
課

かごしま環境未来館
環境学習推進事業

※26年度から
環境協働・連携促進
事業

かごしま環境未来館におい
て、市民一人ひとりが環境
問題について楽しく学び、
環境に配慮した生活や行動
ができるよう、参加体験型
の環境学習講座を実施す
る。
また、地域における環境学
習や環境保全活動に、未来
館主催講座の講師等を講師
として派遣し、地域におけ
る環境保全活動の推進を図
る。

○環境学習講座
・市民・子ども・家庭等向けの環境
環境学習講座：年間75講座
○地域等への講師派遣
・学校・町内会・各団体向けの講座
講師派遣：5件

環
境
協
働
課

かごしま環境未来館
環境イベント・企画
展開催事業

※26年度から
環境協働・連携促進
事業

広く市民の環境への関心を
喚起し、行動につながるよ
うなイベント・企画展を開
催する。

・甲突川リバーフェスティバル
（7/27・28開催）
・環境アートフェスティバル
　（3/15・16開催）
・環境月間企画展（6月）
・地球温暖化防止月間企画展(12月)

環
境
協
働
課

環境子どもサミット
開催事業

※26年度から
環境協働・連携促進
事業

次代を担う子どもたちが環
境問題について話し合う環
境子どもサミットを開催す
る。

〇環境子どもサミット
　（12/8開催）
四市連携事業のひとつとして、本市5
団体の他に、福岡市、熊本市、北九
州市から各1団体参加して計8団体で
実施した。

環
境
協
働
課

⑴
　
か
ご
し
ま
環
境
未
来
館
を
拠
点
に
環
境
学
習
を
進
め
ま
す

≪基本方針６　みんなで環境を考え協働するまち（環境教育・環境学習の推進と協働）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

現況値

25年度 28年度 33年度

32
環境学習出前講座の

開催数
回 30 20 33 環境協働課

33
こどもエコクラブ

登録団体数
団体 26 45 60 環境協働課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本目標(2)　学校や地域における環境教育・環境学習を進めます≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

「わたしたちのくら
し」配布

基礎的な消費生活の知識を
身につけるため、小学校に
おける消費者教育の学習資
料を作成・配布する。

小学5、6年生向け学習資料「わたし
たちのくらし」を作成し、市内の小
学校に配布した。
【配布数】　6,660冊

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

環境教育指導資料
「やってみよう環境
教育」の活用促進

教職員に対し、環境教育指
導資料「やってみよう環境
教育」の活用促進を行う。

理科実験・観察に関する研修会で、
環境教育を推進するため環境教育指
導資料「やってみよう環境教育」の
活用を促した。

学
校
教
育
課

環境教育に関する教
職員研修の推進

各学校における環境教育に
関する研修への支援を行
う。

学校版環境ISO活動についての校内研
修を支援した。
また、かごしま環境未来館と連携し
た環境教育に関する情報の提供や、
総合的な学習の時間における環境教
育の在り方について、授業を通した
研修を支援した。

学
校
教
育
課

環境教育・学習のた
めの図書の整備・充
実

小中学生等の調べ学習に活
用してもらうために、環境
教育・学習に関する本を購
入する。

○環境教育・学習のための図書の整
備・充実
小中学生等の調べ学習に活用しても
らうために、環境教育・学習に関す
る本を新たに66冊（一般書35冊、児
童書31冊）購入した。

図
書
館

≪基本方針６　みんなで環境を考え協働するまち（環境教育・環境学習の推進と協働）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

⑵
　
学
校
や
地
域
に
お
け
る
環
境
教
育
・
環
境
学
習
を
進
め
ま
す

現況値

25年度 28年度 33年度

34
環境教育に係る
体験活動の実施率

％ 100 100 100 学校教育課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本目標(3)　環境に関する情報をみんなで共有します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

消費者啓発・省エネ
ルギー対策

センター内に環境・省エネ
のコーナーを設け情報収
集・提供を行う。

省エネに関するチラシや省エネ製品
のパンフレット等を設置し、情報提
供を行った。

消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

地球温暖化対策ポー
タルサイトの運営

地球温暖化対策に関する
ポータルサイトを制作・運
営し、市民等へタイムリー
な情報提供を行う。

環境未来館ホームページのリニュー
アルに伴い、ポータルサイトは閉鎖
し、情報提供については、環境未来
館ホームページへ統一した。

環
境
政
策
課

環境月間での懸垂幕
の掲出

市民の環境問題への意識を
高めるため、本庁及び各支
所にＰＲ用懸垂幕を掲出す
る。

・掲出期間：6月
・掲出場所：本庁及び各支所

環
境

政
策
課

地球温暖化防止月間
での懸垂幕の掲出

市民の地球温暖対策への意
識を高めるため、PR用懸垂
を掲出する。

・掲出期間：12月
・掲出場所：本庁、各支所

環
境

政
策
課

ライトダウンキャン
ペーン

地球温暖化対策を積極的に
推進するため、環境省が実
施する「CO2削減/ライトダ

ウンキャンペーン」に参加
し、ライトアップ施設の消
灯に併せて、職場や家庭で
の不必要な照明の消灯につ
いて協力を呼び掛ける。

〔実施日〕
　夏至(6/21)及び七夕(7/7)
〔消灯時間〕
　20時～22時
〔参加施設数〕
　夏至：33施設
　七夕：33施設

環
境
政
策
課

かごしま環境未来館
環境情報システム運
営事業

※26年度から
環境協働・連携促進
事業

家庭や事業所、学校等に環
境に関するあらゆる情報を
分かりやすく伝えるととも
に、楽しく学べる学習教材
等を提供することにより、
環境学習の促進、環境保全
活動の支援を行う。

多様な環境情報を提供する環境情報
システムの管理運営を行った。

環
境
協
働
課

⑶
　
環
境
に
関
す
る
情
報
を
み
ん
な
で
共
有
し
ま
す

≪基本方針６　みんなで環境を考え協働するまち（環境教育・環境学習の推進と協働）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

現況値

25年度 28年度 33年度

35
かごしま環境未来館
ホームページへの

アクセス数
件 64,554 85,000 95,000 環境協働課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本目標(4)　みんなで環境について考え、行動します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

⑷
　
み
ん
な
で
環
境
に
つ
い
て
考
え
、

行
動
し
ま
す

環境パートナーシッ
プ推進事業

※26年度から
環境協働・連携促進
事業

環境パートナーシップかご
しま（エコパかごしま）の
環境保全活動の支援を行う
ほか、市民、事業所等の環
境学習活動・環境保全活動
を支援するため、環境学習
活動支援相談員を配置する
とともに、環境活動発表交
流会を開催するなど、各職
域・地域における環境学習
活動・環境保全活動への市
民の参加促進を図る。

○エコパかごしまの環境保全活動の
支援
・事務局の運営、負担金の支出
○環境学習活動支援相談員の配置
・市民や事業所、各団体等からの環
境学習活動や環境保全活動に関する
相談、助言、指導を行う環境学習活
動支援相談員（3名）を配置

環
境
協
働
課

≪基本方針６　みんなで環境を考え協働するまち（環境教育・環境学習の推進と協働）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 25年度実績 関係課

現況値

25年度 28年度 33年度

36
かごしま環境未来館

登録団体数
団体 54 30 40 環境協働課

No. 項目 単位
目標値

関係課
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